
【雇用枠】
障害者手帳

なしあり

「働く」こと、就労は社会復帰の大きな目標の1つです。仕事を始めるためには、自宅での日常
生活が安定して送れていることが重要です。在宅生活が安定してきたら、就労の相談や準備を
始めます。
まずは、就労に関する相談をして、現在の能力を専門職によってきちんと評価してもらい、適す
る就労形態を選択していくことが第一歩となります。

就労に関する相談機関

就労のための支援

障害者就労支援センター

足立区：障がい福祉センター あしすと 雇用支援室 【電話】03-5681-0133
荒川区：障害者就労支援センター じょぶ・あらかわ 【電話】03-3803-4510
葛飾区：障害者就労支援センター 【電話】03-3695-2224

公共職業安定所(ハローワーク)

ハローワーク足立 （管轄区：足立区・荒川区） 【電話】03-3870-8609
ハローワーク墨田 （管轄区：葛飾区・墨田区） 【電話】03-5669-8609

東京都障害者職業センター

上野本所 【電話】03-6673-3938

障害者就業・生活支援センター

ワーキング・トライ 【電話】03-5986-7551
アイ・キャリア 【電話】03-6421-8127
ＷＥＬ′Ｓ ＴＯＫＹＯ 【電話】03-5259-8372

就労形態

就 労

福祉的就労一般就労

障害者雇用枠
一般雇用枠

(復職 or 新規)

就労には、一般就労と福祉的就労の形態があります。また、一般就労には一般枠と障害者枠の
雇用枠があります。障害者雇用枠の場合は、障害者手帳の取得が必要で障害を開示して働きま
す。 障害者手帳を取得している方が、必ずしも障害者雇用枠で働かないといけないわけでは
ありません。一般雇用枠を選択することもできます。
働く上で、企業側の理解や合理的配慮が重要になります。自分の障害を理解し、自分の特性を
伝え、企業側とすり合わせすることで安心に繋がります。
相談機関に相談し、適した就労形態を選択していきましょう。

一般就労
福祉的就労

障害者枠 一般枠

障害の開示 あり 選べる あり

合理的配慮 〇 △ ◎

周りの理解 〇 △ ◎

定着度 〇 △ ◎

求人 〇 ◎ △

収入 〇 ◎ △

就労形態での違い 就労継続支援事業所（ B型 ）：非雇用型

就労継続支援事業所（ A型 ）：雇用型

就労定着支援事業所

精神科デイケア

地域生活から就労にむけての流れ(東京都)

在宅生活の安定
就職・復職に
向けた相談

就労の準備
求職・復職の
ための活動

職場適応
職業生活支援 就 労

介護保険法

★は、復職の支援も行っています。

各区の障害者就労支援センター ★

自立訓練 （機能訓練）

通所リハ （デイケア）

就労移行支援事業所

障

害

者

総

合

支

援

法

「高次脳機能障害と家族のケア」 (渡邉 修著（講談社+α新書） 参考
「高次脳機能障害の基礎知識」 渡邉 修 2023年度高次脳機能障害者相談支援研修会 資料 参考

P25～26に
連絡先を記載

一般就労 福祉的就労 に分けて記載。

公共職業安定所（17か所） ★

東京障害者職業センター（2か所） ★

障害者就業・生活支援センター（6か所） ★

国立職業リハビリテーションセンター（所沢）

東京障害者職業能力開発校（小平）

障害者職業総合センター（幕張）

東京しごと財団（飯田橋） ★

自立訓練 （生活訓練）

地域活動支援センター

就労選択支援事業所

通所介護（デイ
サービス）

医療保険法

23 24
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